様式第１号
令和　年　月　日

若者チャレンジ助成事業事業計画書

	事業名
	

	応募カテゴリー
	□一般枠
□チャレンジ枠（学生団体のみ選択可能）



申請者の概要
	（ふりがな）
団体名・法人名
	

	（ふりがな）
代表者職氏名
	

	
	学校名：　　　　　　 　（学年：　　　　）

	住所
	〒


	設立年月
	
	活動年数
	

	団体の人数
※任意団体のみ
	　　　名（うち、学生の人数　　　名）

	団体の概要
（活動目的等）
	

	これまでの
活動概要
	

	Web/SNS
	http://

	連絡担当者
	氏名
	

	
	住所
	〒

	
	TEL
	

	
	E-mail
	


（注１）学生団体とは、メンバーの過半が学生で、かつ代表者が学生の団体等に限ります。
（注２）その他添付資料
□団体の規約等（任意）
□定款または寄付行為（法人は必須）
□団体の名簿（代表者、役員や構成員の名前、所属がわかるもの／任意団体は必須）

様式第１号（別紙１）
事業の概要
	事業区分
	□こどもの貧困問題の現状とその解消に向けた取組の普及啓発に関する活動
□こどもに様々な体験機会を提供する活動

	事業の活動期間
	

	イベント等予定日
	※イベント等を実施する場合は予定日又は予定月を記載ください。

	事業の参加対象者／人数
	対象者：
人　数：

	提案理由
	※　この事業を提案する背景と現状についての認識、解決すべき課題・問題点を記載ください。

	事業計画
	※　事業計画の詳細については、別様（Ａ４横サイズ／５ページ程度）で提出することも可能とします。
①目的

②効果
※　事業実施により期待される効果や改善が見込まれることについて、可能な限り定量的に記載ください。

③事業内容

④スケジュール

⑤実施体制


	事業に関わる
こども・若者の数
	名（うち、学生の人数　　　名）

	こども・若者が
関わる内容
	※　法人が申請する場合は、事業の企画及び立案に関わる部分にこども・若者が参加していることが必須となります。



	アピール
ポイント
	

	今後の
ビジョン
	※　助成終了後、団体活動（本事業に限らない）としての今後のビジョンを記載ください。


	助成金申請額
	　　　　　千円

	協働事業者名
	※　事業の実施にあたり協力・連携が得られる団体・個人とその協力（役割）等の内容を記載ください。


	県民会議の取組の
普及啓発に
協力できる内容
	※　事業の実施にあたり協力できる普及啓発の内容とその効果を記載ください。




様式第１号（別紙２）
令和　　年度収支予算書

収　入　　　                                      　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	収　入  額
	内容（積算内訳等）

	助成金
	
	


	自主財源
	
	


	その他
	
	


	合計
	
	




支　出　　　                                          　　　　　  （単位：円）
	経費区分
	支　出  額
	内容（積算内訳等）

	対象経費
	
	

	
	賃金
	
	


	
	報償費
	
	


	
	旅　費
	
	


	
	需用費
	
	


	
	役務費
	
	


	
	委託料
	
	


	
	使用料及び賃借料
	
	


	対象外経費
	
	

	
	人件費
	
	


	
	共済費
	
	


	
	備品購入費
	
	


	合計
	
	



（注）対象外経費については、必要に応じて経費区分を追加してください。

会計担当者（口座名義人）
	住　所
	〒


	担当者
	氏名　
	TEL：

	
	
	E-mail：　

	団体との関係
	（保護者、顧問）


（注）任意団体（学生団体を含む）のみ記載ください。
